





































ほ ん ぶん とも が みび よう し
と言う。
日本の古典籍の料紙は、楮の樹皮を原料とする楮紙、雁皮の樹皮を原料と
こうぞ ちよ し がん ぴ
する斐紙が主要なもので、三椏の樹皮を原料とする三椏紙も使われた。雁皮
ひ し みつ また みつ また がみ
と楮を交ぜて漉いた斐楮交ぜ漉き紙、斐紙に泥土の粒子を混ぜて漉いた間合紙
ひ ちよ ま す がみ まに あい がみ
（泥間合紙）などもある。








































































































































































































→ 1枚の紙が 1単位で、それが 1丁（1葉）になる
〔双葉系〕粘葉装・双葉装



























袋綴 折紙綴 単葉装 双葉装 列帖装 単帖装
結び綴じ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
縢り綴じ ◎ ◎ ◎ ◎ （△） （△）
紙釘装 ○ △ ○ ○ （△） （△）














がん ぴ がん ぴ し とり こ がみ あつよう
斐紙）と、薄く漉いた薄様斐紙がある。繊維が短く詰まっており、楮紙に比













ひ ちよ ま す
雁皮と楮を交ぜて漉いた紙。供給量の少ない雁皮から多くの紙を造る場合



























ど う さ び にかわ みようばん
の滲みを防ぎ、発色が良くなる。雲母引き紙＝雲母の細かい粉末を礬水や
き ら び うん も
布海苔に混ぜて塗った紙。胡粉引き紙＝胡粉（板甫牡蠣などの殻から作る白








・墨流し紙 から紙（蠟箋・雲母摺り紙など） 金泥下絵入り紙 …漉いた
すみなが ろうせん き ら ず きんでい した え い
後に加工
《日本古典籍の料紙調査の問題》
古典籍の書誌調査において、料紙はどこまで「正確に」記述するか（すべき
か）
料紙の選択に製作者の意識の反映があるか →ある場合にはある（常にある
とは限らない）
製作者・享受者が認識していた程度に区別すればよく、それ以上に区別する
のは古典籍調査においては意味がない、という考え方もあり得る
…製紙業史（産業史）の研究ではない
古文書学の料紙研究との共通点・相違点
麻紙／真弓紙／苦参紙／穀紙／檀紙／強杉原／高檀紙／引合／懐紙／杉原、
奉書／美濃紙／典具帖／斐紙、厚様・薄様／鳥ノ子／間似合紙／三椏／楮
斐混合紙／／〈再生紙〉杉原／雑紙／漉返紙／色紙・染色／宿紙（『古文書
料紙論叢』）
…差出者と受取者の関係や文書の内容によって料紙が選択される古文書と、
特定の他者との関係において製作されることが比較的少ない古典籍の違い
